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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第44期

第１四半期累計期間
第45期

第１四半期累計期間
第44期

会計期間
自平成27年４月１日
至平成27年６月30日

自平成28年４月１日
至平成28年６月30日

自平成27年４月１日
至平成28年３月31日

売上高 （千円） 6,272,529 6,274,152 25,698,820

経常利益 （千円） 708,597 486,028 2,467,900

四半期（当期）純利益 （千円） 467,401 308,955 2,017,438

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 8,500,550 8,500,550 8,500,550

発行済株式総数 （株） 14,848,200 14,848,200 14,848,200

純資産額 （千円） 30,810,575 32,065,875 32,054,878

総資産額 （千円） 38,988,085 39,474,523 40,066,816

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 31.50 20.82 135.97

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 40.00

自己資本比率 （％） 79.0 81.2 80.0

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関係会社がないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等

のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

（１）業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国の経済は、政府・日銀の経済金融政策に支えられ、緩やかな回復基調と

なりました。しかしながら、アジアを中心とする新興国経済が減速する中で、欧州経済の動向、個人消費の低

迷、設備投資の伸び悩み等により、景気の先行きは不透明感が強まりました。

情報サービス業界では、幅広い分野でソフトウェア投資の回復基調が続きました。金融機関をはじめとして、

エネルギー、官公庁、サービスの各分野で投資が拡大しております。

主力の通信分野では、モノのインターネットやクラウドサービスの普及に伴うネットワークトラフィックの増

加への対応や、ICT基盤の高度化が進められる一方、通信事業者の設備投資は減少傾向にあり、当社にとっては

厳しい事業環境が続いております。また、ソフトウェア開発の短納期化や低コスト化の傾向が続いており、これ

らの変化にいかに対応していくかが課題となっております。

このような事業環境の中で、当社はICT投資の拡大が続いているオープンシステム分野へ積極的に展開し、受

注の拡大を図るとともに、この分野の事業基盤強化を進めてまいりました。また、リスクマネジメントの定着に

取り組み、不採算案件発生の抑止に努めてまいりました。

以上の結果、売上高は6,274百万円（前年同期比0.0％増）、営業利益は467百万円（前年同期比32.7％減）、

経常利益は486百万円（前年同期比31.4％減）、四半期純利益は308百万円（前年同期比33.9％減）となりまし

た。

 

次にセグメント別の概況をご報告いたします。なお、文中における金額につきましては、セグメント間の内部

振替前の数値となります。

①ソフトウェア開発関連事業

イ）ノードシステム

伝送システム関連及び交換システム関連の売り上げが減少したことにより、売上高は394百万円（前年同期

比33.6％減）となりました。

ロ）モバイルネットワークシステム

無線基地局関連の売り上げは減少いたしましたが、携帯端末関連の売り上げが増加したことにより、売上

高は860百万円（前年同期比14.1％増）となりました。

ハ）ネットワークマネジメントシステム

固定網インフラ関連及びモバイル網インフラ関連の売り上げがともに減少したことにより、売上高は1,081

百万円（前年同期比35.6％減）となりました。

ニ）オープンシステム

官公庁向けシステム関連及びインターネットビジネス関連の売り上げが増加したことにより、売上高は

3,440百万円（前年同期比31.5％増）となりました。

ホ）組み込みシステム

スマートメーター関連の売り上げは増加いたしましたが、複合機関連の売り上げが減少したことにより、

売上高は446百万円（前年同期比3.8％減）となりました。

 

②その他

自社製品関連及びSI関連の売り上げがともに減少したことにより、売上高は50百万円（前年同期比69.4％

減）となりました。

 

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。
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（３）研究開発活動

当社は、強みである基幹系通信システム分野における開発で得られた経験とノウハウをもとに、先進の通信技

術に関する研究及びそれらを利用した製品の研究開発に取り組んでおります。当社は、このための専門組織とし

て、経営企画本部の配下に技術推進部を設置し、産学官による共同研究を含めて精力的な活動を推進してまいり

ました。

当第１四半期累計期間に取り組んだ主な研究テーマは、以下のとおりであります。

①オープンソースソフトウェア応用システムに関する研究開発

②情報家電ネットワークに関する研究開発

③ヘルスケアシステムに関する研究開発

 

当第１四半期累計期間における研究開発活動の金額は33百万円（前年同期比80.0％増）であり、主な活動内容

は次のとおりであります。これらはすべて新たなビジネスの創出のための活動であり、「その他の事業」に関連

して行っております。

①オープンソースソフトウェア応用システムに関する研究開発

授業で多台数のパソコンを利用する教育機関において、運用管理者の負担を軽減するシステムの研究開発を

推進いたしました。

既に製品化しているネットブート（注１）型パソコン運用管理システム「V-Boot」（ブイブート）につい

て、前期に開発した製品に対する、起動高速化、Linux対応、新たなイメージ管理方式実現のための研究開発

を推進いたしました。

 

②情報家電ネットワークに関する研究開発

写真や音楽、動画等のデジタルコンテンツをホームネットワーク内で相互利用するための仕様であるDLNA

（注２）ガイドラインに関連する研究開発を推進いたしました。

既に製品化している、地デジ視聴にも対応した「Media Link Player」について、利用者から要望の多いSD

カード対応、倍速再生機能等の研究開発を推進いたしました。

 

③ヘルスケアシステムに関する研究開発

既に製品化している介護サービス支援システム「alpha GoodCare Link」について、利用者の利便性を向上

するため、TV電話の品質向上等に関する研究開発を推進いたしました。

 

（注１）離れた場所にあるコンピュータやその上で動作するアプリケーションをネットワーク経由で別のコン

ピュータから起動すること。

 

（注２）Digital Living Network Alliance. 音楽や動画を取り扱うデジタル機器間の相互接続仕様を策定する標

準化団体。また、そこで定めたガイドライン。

 

（４）資本の財源及び資金の流動性についての分析

当第１四半期会計期間末における現金及び預金の残高は、17,699百万円となりました。

将来の事業活動に必要な運転資金及び設備投資資金につきましては、内部資金で手当てできると考えておりま

す。

資金の運用につきましては、資金の流動性確保を第一とし、一部について、信用リスク、金利等を考慮し、元

本割れの可能性が極めて低いと判断した金融商品で運用しております。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成28年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年８月２日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 14,848,200 14,848,200
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は100

株であります。

計 14,848,200 14,848,200 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年４月１日～

平成28年６月30日
－ 14,848,200 － 8,500,550 － 8,647,050

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成28年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

平成28年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　11,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　14,731,000 147,310 －

単元未満株式 普通株式　　 106,000 － －

発行済株式総数 14,848,200 － －

総株主の議決権 － 147,310 －

（注）「単元未満株式」の「株式数」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が72株含まれております。

 

②【自己株式等】

平成28年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社アルファシステ

ムズ

神奈川県川崎市中

原区上小田中六丁

目６番１号

11,200 － 11,200 0.07

計 － 11,200 － 11,200 0.07

（注）当第１四半期末現在の自己株式数は、11,357株であります。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成28年４月１日から平成28

年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 17,162,145 17,699,084

売掛金 6,022,441 5,452,622

有価証券 2,099,710 1,599,860

仕掛品 68,430 128,669

その他 986,002 433,252

貸倒引当金 △600 △500

流動資産合計 26,338,130 25,312,989

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 4,557,005 4,503,310

土地 4,709,272 4,693,093

その他（純額） 167,377 177,686

有形固定資産合計 9,433,655 9,374,090

無形固定資産 43,136 45,060

投資その他の資産   

投資有価証券 634,103 632,551

その他 3,618,791 4,110,831

貸倒引当金 △1,000 △1,000

投資その他の資産合計 4,251,894 4,742,383

固定資産合計 13,728,685 14,161,533

資産合計 40,066,816 39,474,523

負債の部   

流動負債   

買掛金 601,234 515,625

短期借入金 500,000 500,000

未払法人税等 478,739 60,983

賞与引当金 828,890 383,919

役員賞与引当金 － 38,400

その他 2,620,138 2,946,179

流動負債合計 5,029,002 4,445,106

固定負債   

退職給付引当金 2,318,577 2,303,903

その他 664,357 659,637

固定負債合計 2,982,935 2,963,540

負債合計 8,011,937 7,408,647

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,500,550 8,500,550

資本剰余金 8,647,050 8,647,050

利益剰余金 14,922,728 14,934,945

自己株式 △21,130 △21,273

株主資本合計 32,049,198 32,061,272

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 5,680 4,603

評価・換算差額等合計 5,680 4,603

純資産合計 32,054,878 32,065,875

負債純資産合計 40,066,816 39,474,523
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（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

売上高 6,272,529 6,274,152

売上原価 4,654,695 4,837,719

売上総利益 1,617,834 1,436,432

販売費及び一般管理費 923,209 968,871

営業利益 694,625 467,560

営業外収益   

受取利息 7,218 11,573

受取配当金 887 547

受取賃貸料 9,747 9,747

その他 1,340 1,349

営業外収益合計 19,194 23,218

営業外費用   

支払利息 919 733

賃貸収入原価 4,302 4,016

営業外費用合計 5,222 4,750

経常利益 708,597 486,028

特別利益   

固定資産売却益 59 207

特別利益合計 59 207

特別損失   

固定資産売却損 － 15,400

特別損失合計 － 15,400

税引前四半期純利益 708,657 470,835

法人税、住民税及び事業税 2,606 2,719

法人税等調整額 238,649 159,160

法人税等合計 241,255 161,880

四半期純利益 467,401 308,955
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を当１第四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

これによる損益に与える影響はありません。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当第

１四半期会計期間から適用しております。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間

（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

減価償却費 62,910千円 59,936千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月11日

取締役会
普通株式 593,488 40 平成27年３月31日 平成27年６月９日 利益剰余金

（注）１株当たり配当額40円の内訳は、普通配当20円、記念配当20円であります。

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月12日

取締役会
普通株式 296,738 20 平成28年３月31日 平成28年６月10日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他

（注１）
合計

調整額

（注２）

四半期損益

計算書計上額

（注３） 
ソフトウェア

開発関連事業

売上高      

外部顧客への売上高 6,108,818 163,711 6,272,529 － 6,272,529

セグメント間の内部

売上高又は振替高
943 △943 － － －

計 6,109,761 162,767 6,272,529 － 6,272,529

セグメント利益 682,320 12,531 694,851 △226 694,625

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、製品販売事業等を含んでおりま

す。

２．セグメント利益の調整額△226千円は、各報告セグメントに配分していない人件費であります。

３．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他

（注１）
合計

調整額

（注２）

四半期損益

計算書計上額

（注３） 
ソフトウェア

開発関連事業

売上高      

外部顧客への売上高 6,224,059 50,092 6,274,152 － 6,274,152

セグメント間の内部

売上高又は振替高
793 △793 － － －

計 6,224,853 49,298 6,274,152 － 6,274,152

セグメント利益又は損

失（△）
487,554 △18,058 469,495 △1,934 467,560

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、製品販売事業等を含んでおりま

す。

２．セグメント利益又は損失の調整額△1,934千円は、各報告セグメントに配分していない人件費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間

（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 31円50銭 20円82銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 467,401 308,955

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 467,401 308,955

普通株式の期中平均株式数（千株） 14,837 14,836

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

平成28年５月12日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

（イ）配当金の総額……………………………………296,738千円

（ロ）１株当たりの金額………………………………20円

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日………平成28年６月10日

（注）平成28年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年７月28日

株式会社アルファシステムズ

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 坂田　純孝　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 吉川　高史　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アル

ファシステムズの平成28年４月１日から平成29年３月31日までの第45期事業年度の第１四半期会計期間（平成28年４月１

日から平成28年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期財

務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アルファシステムズの平成28年６月30日現在の財政状態及び同日を

もって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保

管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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